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要　旨

　本研究の目的は, 精神障害者の家族研究に関するレビュー論文の検討を通して, 精神障害者の家族研

究における動向と今後の研究課題を明らかにすることである。データベース（医中誌とCiNii）を用い, 

国内で発表された精神障害者の家族研究に関するレビュー論文を対象に文献検索を行った。その結果

14件の文献が抽出され, その動向と内容について質的に検討した。精神障害者の家族研究に関するテー

マとして「家族関係と患者の疾患の関係性に着目した研究」「ケアを通しての家族の体験に関する研究」

「負担感や困難感を中心とした家族の思いに関する研究」「家族支援に関する研究」「家族の続柄に焦

点をあてた研究」の５つの内容が抽出された。また今後の研究課題として「家族のストレングスを生

かした支援の検討」「家族の経験や状況を踏まえた支援の検討」「日本の文化を踏まえた支援の検討」「社

会資源を活用した支援の検討」の４つが明らかになった。以上より, 家族を様々な側面からとらえて理

解をすることと家族を必ずしもケアの担い手としてとらえない新たな支援の必要性が示唆された。

キーワード：精神障害，家族，文献検討，家族支援

Abstract

The purpose of this study is to clarify the trends and issues in research on families having 

members with mental illness through literature review of review papers on family research for 

mentally disabled persons. Using the two databases from ICHUSHI and CiNii, a search was done 

on the literature published in Japan for review papers on studies of families having members 

with mental illness. As a result, 14 papers were extracted, and their trends and contents were 

qualitatively examined. Five research themes on families with mental illness members were 

identified: “research focusing on the effect of the patient’s condition on family relationships”, 

“research on family experiences through care”, “research on family feelings focusing on burden 

and difficulty”, “research on family support”, and “research focusing on family relationships”. 

The study identified four issues for future research that focus on “support utilizing family 

strength”, “support based on family experience and situation”, “support based on Japanese 

culture”, and “support using social resources”. From the above findings, it was suggested that it 

is necessary to understand the family from various aspects and to provide new support that does 

not necessarily regard the families as caregivers.
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１．はじめに

　2017年の調査（厚生労働省，2020）によると我が国の

精神疾患を有する患者は，419.3万人に上る。厚生労働

省は，「入院医療中心から地域生活中心へ」を基本方針

とした「精神保健医療福祉の改革ビジョン」を掲げ，精

神障害者が地域で暮らせるように医療体制の整備を行っ

てきた（厚生労働省，2004）。2017年には精神障害者が， 

地域の一員として安心してその人らしい暮らしができる

ような「精神障害にも対応した地域包括ケアシステム」

の構築を目指すことを新たな理念として掲げた（厚生労

働省，2017）。

　一方で，我が国では現在も精神障害者の多くが家族と

同居している実態がある（厚生労働省，2011）。全国精

神保健福祉連合会（2010）の調査によると79.5％の家族

が患者と同居している。さらに最近まで家族は精神障害

者の保護者として，法律上保護義務者としてその責任を

負わねばならなかった（川崎，2012）。その一方で意に

反し入院させられたと患者がとらえた場合には，家族は

直接憎悪の対象にもなりえる（杉森，2017；Clearyら，

2020）。患者が退院すると家族がその生活を支え見守る

ことが社会的にも自明なことと期待され（杉森，2017），

制度上も患者が家族以外のケアを求めることが困難な状

況が作り出されてきた。家族は患者への直接的なケア提

供者としての苦悩を抱え（藤野ら，2009），偏見や差別

を恐れ外部からの精神的支援を受けにくい孤立無援など

の情緒的負担感を強め（岩崎，1998；佐藤，2006），自

身の心身の健康状態が不良となり（田中ら，2009；松田ら，

2013），家族内外から支援を受ける必要がある（半澤ら，

2009）ことが指摘されている。以上のことから精神障害

者の地域生活への移行と平行して，その生活を支える家

族の支援が重要な課題となっている。

　従来の精神保健福祉サービスは，主に患者に生じてい

る症状や困難等の問題に焦点が当てられてきた。しか

し，抱える問題に焦点を当てることは新たな問題を引き

起こすとして，問題志向とは異なる当事者のもてるスト

レングスや，希望や目標を志向するリカバリーの概念を

基盤とする新たな支援方法が近年広がりをみせている

（チャールズ・A・ラップら，2017）。リカバリーとは

「病気や障害があってもなお，その人らしく充実した生

き方を目指すプロセス」を重視する概念である（丸本ら．

2016）。精神障害者の家族支援も，これまで家族の抱え

る介護負担や困難感に焦点を当てた報告が多くみられた

（半澤，2008，2009；川口ら，2014）が，精神障害者へ

の支援が問題志向型からリカバリー志向型へと変化する

中で家族支援についても新しい視点での検討が求められ

る。

　精神障害者の家族については従来，医療者側からの視

点で実践や研究が行われてきた（濱田ら，2007）。1940

年代から1960年代の家族病因論による事例研究をかわき

りに，統合失調症の家族の感情表出が患者の再発に影響

を与えるといった実証的研究が行われ，その研究成果を

もとに家族心理教育が普及してきた（半澤，2005；中坪，

2008）。これらの長年の経過における精神障害者を対象

とした家族研究は多数報告されているが，地域包括ケア

システムの構築が推進される今日（厚生労働省，2020），

精神障害者も家族も地域でその人らしく生活できるため

の支援がどのようにあるとよいのか，これまでの精神障

害者の家族研究を検討し，今後の研究課題を明確化する

必要がある。

　以上のことを踏まえると新たな視点で家族支援を行う

ために，これまでの精神障害者の家族研究を検討する必

要がある。精神障害者の家族研究はこれまでに数多く実

施されており，また，これらを批判的に検討し今後の

問題解明に向け研究全般の進展状況を明らかにしたレ

ビュー論文も複数報告されている。しかし，これらのレ

ビュー論文の検討対象論文の発行期間や取り上げている

テーマは様々であり，それらをすべて取り上げてさらに

研究の動向や今後の研究課題を包括的に明らかにした研

究報告はない。本稿では，国内で発表された精神障害者

の家族研究に関するレビュー論文の検討を通して，精神

障害者の家族研究の動向と今後の研究課題を明らかにす

ることを目的とした。

２．用語の操作的定義

　本稿では，先行研究（甘佐ら，2013；長江ら，2013；

高橋ら，2014）をもとに精神障害者を「精神面の問題を

抱え，統合失調症，気分障害，神経症ストレスに関連す

る何らかの診断名がついている者」とした。

３．方法

１）文献検索と対象文献の選定方法

　医学中央雑誌Web版Ver.5（以下医中誌）及びCiNii 

Articles （以下CiNii）を用いて，全年でデータベース検

索を行った（2020年４月５日検索）。検索キーワードは，

「精神障害者」，「精神疾患」，「家族」，「文献」とした。

さらに，選定した論文の対象文献及び引用・参考文献か

ら精神障害者の家族研究に関するレビュー論文をハンド
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サーチした。

　最終的には合計14件について検討を行った。選定条件

を含めた検索プロセスの詳細は図１のとおりである。

２）文献の分析方法

　抽出された文献にナンバリングを行い，山川ら（2014）

のクリティーク方法を参照し，文献ナンバー，著者，出

版年，出展，研究目的，データベース，キーワード，検

索結果文献数，分析対象文献数，選定条件，研究テーマ，

研究の展望及び今後の課題に整理し比較検討した。特に

「研究テーマ」と「研究の展望および今後の課題」につ

いては，それぞれのレビュー論文の内容を抽出しコード

とした。意味の類似したコードをまとめてサブカテゴリ

とし，さらにサブカテゴリで意味の類似したものについ

てカテゴリとしてまとめ，詳細に分析を行った。

４．結果

１）論文の概要

　14文献の概要は表１のとおりである。文献の順序は，

出版年を基準とした。

　選定されたレビュー論文で使用されている文献の国内

外の種別における検索期間と分析期間を整理した結果は

図２の通りである。精神障害者の家族研究に関するレ

ビュー論文は2005年以降に発表されていた。レビュー論

文の出版年は2000年代が３件（No.１，２，３），2010年

代が11件（No.４，５，６，７，８，９，10，11，12，13，14）で

あった。

　それぞれのレビュー論文で分析対象文献（以下レ

ビュー論文内で検討された文献のことを指す）は国外で

1948年，国内で1977年のものからであった。50年以上の

広範囲で文献検討していたものが３件（No.２，３，４）

存在した。これらのレビュー論文は検索対象範囲及び分

析対象範囲が国内外共にほぼ共通であった。また，国内

の文献のみを対象に検討しているレビュー論文は７件

（No.１，７，９，10，11，12，14）であった。

２）研究目的について

　研究目的として以下の５つの内容が抽出された。⑴　
統合失調症を含めた精神障害者の家族研究の動向と課

題を明らかにした５件（No.２，３，４，10，12），⑵家族

成員の続柄ごとの特徴を明らかにした４件（No.７，８，

９，14），⑶統合失調症以外の精神疾患に焦点を当て家族

研究の動向と課題を明らかにした２件（No.６，13），⑷

精神障害者の症状の時期における家族の体験や看護を明

らかにした２件（No.１，12），⑸その他が２件（No.５，

11）であった。

データベースを用いて検索された結果(n=592) 除外文献(n=573)
家族を対象としていなもの(n=108)
患者の診断名が記されている場合、依存症(アディクション)、
認知症、発達障害、身体疾患だけに限定しているあるいは患者
が終末期であるもの(n=261)
自死遺族を対象としたもの(n=1)
会議録、特集、症例報告、事例報告であるもの(n=195)
レビュー論文ではないもの(n=8)

全文を読みスクリーニングを行う文献(n=12)

対象文献(n=14)

ハンドサーチにより追加(n=4)

重複文献を除く(n=7)

除外文献(n=2)
文献の内容が精神障害者の施策に関連した歴史を文献から検
討し、家族研究について検討したものではないもの（n=2）

図１　選定プロセス

加藤・鈴木：精神障害者の家族研究に関する動向と課題
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因
と

い
っ

た
「

肯
定

的
側

面
」

に
つ

い
て

の
検

討

4
田

野
中

,2
01

1
立

命
館

人
間

科
学

研
究

,2
3

巻
,7

5-
89

統
合

失
調

症
の

家
族

に
関

す
る

諸
外

国
お

よ
び

日
本

の
先

行
研

究
の

内
容

を
検

討
し

、
今

後
の

統
合

失
調

症
の

家
族

研
究

の
課

題
を

明
ら

か
に

す
る

こ
と

Ps
yc

IN
FO

「
m

en
ta

ly 
ill

」
「

sc
hi

zo
ph

re
ni

a」
Ci

Ni
i

「
fa

m
ily

」

「
統

合
失

調
症

」
「

家
族

」
「

精
神

障
が

い
」

49
1

(1
45

+3
46

)*
²

85 (2
6+

59
)*

²
〈

包
含

条
件

(国
外

)*
⁴〉

・
タ

イ
ト

ル
、

抄
録

か
ら

精
神

障
害

者
家

族
に

関
す

る
も

の
除

外
条

件
(国

内
)*

⁴
・

研
究

論
文

の
形

式
を

と
っ

て
い

な
い

も
の

・
研

究
目

的
に

合
致

し
な

い
も

の

・
家

族
病

因
論

説
に

関
す

る
研

究
・

家
族

の
感

情
表

出
に

関
す

る
研

究
・

介
護

経
験

評
価

に
関

す
る

研
究

・
介

護
負

担
感

に
関

す
る

研
究

・
家

族
の

困
難

感
と

対
処

に
関

す
る

研
究

・
家

族
の

心
理

や
生

活
に

着
目

し
た

研
究

・
家

族
支

援
に

つ
い

て
の

研
究

・
家

族
会

の
効

果
に

関
す

る
研

究
・

精
神

病
の

親
を

持
つ

子
ど

も
に

関
す

る
研

究

・
家

族
が

実
際

に
必

要
と

し
て

い
る

具
体

的
な

社
会

資
源

の
内

容
や

在
り

方
に

つ
い

て
の

検
討

・
日

本
の

家
族

介
護

の
現

状
を

考
慮

し
た

家
族

会
プ

ロ
グ

ラ
ム

の
内

容
の

検
討

・
家

族
の

エ
ン

パ
ワ

メ
ン

ト
や

回
復

力
、

希
望

を
支

え
る

要
素

の
検

討
・

現
象

学
を

含
め

た
多

様
な

学
問

や
研

究
方

法
を

用
い

た
家

族
理

解
の

さ
ら

な
る

検
討

・
家

族
成

員
の

特
性

別
の

困
難

を
明

ら
か

に
し

、
そ

れ
ぞ

れ
の

ニ
ー

ド
に

合
わ

せ
た

支
援

方
法

の
検

討

5
蔭

山
,2

01
2

日
本

看
護

科
学

会
誌

,3
2巻

,4
号

,6
3-

70

家
族

が
精

神
障

害
者

を
ケ

ア
す

る
経

験
の

過
程

に
つ

い
て

国
内

外
の

文
献

を
レ

ビ
ュ

ー
し

、
研

究
の

動
向

と
過

程
に

お
け

る
共

通
段

階
を

明
ら

か
に

す
る

M
ED

LI
NE

CI
NA

HL
Ps

yc
IN

FO
W

eb
 o

f S
ci

en
ce

医
中

誌
Ci

Ni
i

「
m

en
ta

l I
ll」

「
sc

hi
zo

ph
re

ni
a」

「
de

pr
es

si
on

」
「

bi
po

la
r」

「
fa

m
ily

」
「

ca
re

gi
ve

r」
「

ca
re

r」
「

ex
pe

rie
nc

e」
「

ad
ap

ta
tio

n」
「

co
pi

ng
」

「
pr

oc
es

s」
「

ph
as

e」
「

st
ag

e」

「
精

神
障

害
」

「
統

合
失

調
症

」
「

う
つ

病
」

「
躁

う
つ

病
」

「
家

族
」

「
経

験
」

「
対

処
」

「
適

応
」

「
過

程
」

「
段

階
」

13
4 5

(1
06

0 +
28

5)
17 (1

4+
3)

〈
包

含
条

件
〉

・
患

者
の

病
気

が
統

合
失

調
症

、
う

つ
病

、
躁

う
つ

病
で

あ
る

も
の

・
家

族
が

精
神

障
害

者
を

ケ
ア

す
る

経
験

を
段

階
的

に
過

程
と

し
て

記
述

し
て

い
る

も
の

〈
除

外
条

件
〉

・
入

院
前

後
な

ど
本

人
の

経
験

に
基

づ
く

段
階

の
も

の
・

一
般

化
が

困
難

な
特

殊
な

状
況

下
の

経
験

や
一

事
例

の
報

告
の

も
の

・
結

果
の

解
釈

に
必

要
な

対
象

者
や

デ
ー

タ
収

集
な

ど
の

方
法

、
段

階
の

説
明

が
無

記
載

の
も

の

・
家

族
の

ケ
ア

経
験

の
過

程
に

関
す

る
研

究
・

ケ
ア

経
験

の
過

程
に

影
響

を
与

え
る

要
因

に
関

す
る

研
究

・
家

族
が

経
験

の
過

程
を

発
展

的
に

進
む

こ
と

が
で

き
る

よ
う

な
支

援
方

法
の

検
討

・
家

族
が

経
験

の
過

程
を

発
展

的
に

進
め

な
い

要
因

と
そ

の
作

用
機

序
の

検
討

・
経

験
の

終
盤

に
お

け
る

、
「

現
実

的
な

希
望

」
以

外
の

経
験

の
検

討
・

診
断

前
の

家
族

の
経

験
、

お
よ

び
専

門
家

や
支

援
シ

ス
テ

ム
に

関
す

る
家

族
の

経
験

を
含

め
た

経
験

内
容

の
検

討
・

日
本

の
文

化
に

関
連

し
た

家
族

の
経

験
の

検
討

・
統

合
失

調
症

以
外

の
患

者
を

包
含

し
た

家
族

の
ケ

ア
経

験
の

検
討

キ
ー
ワ
ー
ド

「
精

神
科

看
護

」
「

家
族

」

記
述

な
し

記
述

な
し
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N
o
著
者
名

,出
版
年

出
典

研
究
目
的

デ
ー
タ
ベ
ー
ス

検
索
結
果
文
献
数

(国
外

+国
内

)
分
析
対
象
文
献
数

(国
外

+国
内

)
題

課
の

後
今

び
よ

お
望

展
の

究
研

果
結

件
条

定
選

6
酒
井

,2
01

3
跡
見
学
園

女
子
大
学

文
学
部
臨

床
心
理
学

科
紀
要

,1
号

,1
07

-
11

9

海
外
に
お
け
る
双
極
性
障
害
患
者

の
介
護
者
が
抱
え
る
困
難
や
負
担

に
関
す
る
研
究
、
お
よ
び
専
門
家

に
よ
る
サ
ポ
ー
ト
へ
の
ニ
ー
ズ
に

関
す
る
論
文
を
概
観
し
、
双
極
性

障
害
の
介
護
者
が
抱
え
る
負
担
の

現
状
に
つ
い
て
考
察
を
行
い
、
今

後
の
研
究
課
題
を
検
討
す
る
こ
と

51
し

な
述

記
de

mbuP
(1

5+
0)

研
る

す
関

に
度

程
の

感
担

負
護

介
る

け
お

に
害

障
性

極
双

・
し

な
述

記
究 ・
介
護
負
担
感
と
関
連
す
る
要
因
及
び
介
護
負
担
感
が
引
き

起
こ
さ
れ
る
プ
ロ
セ
ス
に
関
す
る
研
究

・
介
護
負
担
感
が
引
き
起
こ
す
結
果
に
関
す
る
研
究

・
介
護
者
の
対
処
お
よ
び
必
要
と
さ
れ
て
い
る
サ
ポ
ー
ト
に

関
す
る
研
究

・
双
極
性
障
害
患
者
を
介
護
す
る
家
族
の
負
担
感
を
適
切
に

評
価
で
き
る
尺
度
の
検
討

・
双
極
性
障
害
患
者
の
家
族
の
続
柄
に
よ
る
負
担
感
の
違
い

に
つ
い
て
の
検
討

7
平
ら

,2
01

3
大
阪
大
学

看
護
学
雑

誌
,1

9巻
1

号
,9

-1
5

過
去

10
年
間
に
刊
行
さ
れ
た
先
行

研
究
に
お
け
る
記
述
を
分
析
す
る

こ
と
で
、
統
合
失
調
症
患
者
家
族

の
続
柄
ご
と
の
精
神
的
負
担
の
特

徴
を
明
ら
か
に
す
る
こ
と

81
し

な
述

記
誌

中
医

(0
+

18
)

〈
包
含
条
件
〉

・
タ
イ
ト
ル
と
抄
録
の
内
容
か
ら
研
究
目
的

に
合
致
す
る
も
の

・
統
合
失
調
症
患
者
の
家
族
の
精
神
的
負
担

に
つ
い
て
の
事
例
を
具
体
的
に
述
べ
て
い
る

も
の

・
病
気
や
医
療
に
対
す
る
精
神
的
負
担
に
関
す
る
研
究

・
社
会
に
対
す
る
精
神
的
負
担
に
関
す
る
研
究

・
将
来
に
対
す
る
精
神
的
負
担
に
関
す
る
研
究

・
自
宅
介
護
に
対
す
る
精
神
的
負
担
に
関
す
る
研
究

・
家
族
に
対
す
る
精
神
的
負
担
に
関
す
る
研
究

・
自
分
自
身
に
対
す
る
否
定
的
感
情
に
関
す
る
研
究

・
統
合
失
調
症
を
親
に
も
つ
子
ど
も
の
精
神
的
負
担
に
つ
い

て
の
検
討

8
長
江
ら

,2
01

3
日
本
赤
十

字
豊
田
看

護
大
学
紀

要
,8
巻

1
号

,8
3-

96

精
神
障
が
い
を
持
つ
親
と
共
に
生

活
し
て
い
る
子
ど
も
の
生
活
状
況

と
、
そ
の
生
活
環
境
が
子
ど
も
の

成
長
発
達
に
与
え
る
影
響
に
つ
い

て
明
ら
か
に
す
る
こ
と

Ci
N

ii
CI

N
AH

L
M

ED
LI

IN
E

医
中
誌

Ci
N

ii

「
精
神
障
が
い
」

「
親
子
」

「
養
育
環
境
」

「
心
理
社
会
的
適
応
」

「
行
動
」

「
情
緒
」

「
発
達
」

「
統
合
失
調
症
」

「
う
つ
」

「
不
安
」

「
家
族
機
能
」

75 (2
6+

49
)*

³
29 (8

+
21

)
〈
包
含
条
件
〉

・
日
本
語
ま
た
は
英
語
で
執
筆
さ
れ
た
も
の

・
精
神
障
が
い
の
親
と
そ
の
子
ど
も
に
関
す

る
内
容
を
含
む
も
の

・
子
ど
も
の
発
達
、
情
緒
、
行
動
、
適
応
の

課
題
と
親
の
精
神
障
が
い
の
関
連
に
つ
い
て

述
べ
た
も
の

〈
除
外
条
件
〉

・
実
親
が
精
神
障
が
い
で
あ
る
場
合
の
遺
伝

を
中
心
と
し
た
生
物
学
的
研
究
に
関
す
る
も

の

・
母
親
が
統
合
失
調
症
の
子
ど
も
の
成
長
発
達
へ
の
影
響
に

関
す
る
研
究

・
母
親
が
う
つ
病
の
子
ど
も
の
成
長
発
達
へ
の
影
響
に
関
す

る
研
究

・
父
親
が
精
神
症
が
い
者
で
あ
る
場
合
の
子
ど
も
の
成
長
発

達
へ
の
影
響
に
関
す
る
研
究

・
精
神
障
が
い
者
の
親
と
暮
ら
す
子
ど
も
の
体
験
に
関
す
る

研
究

・
日
本
に
お
け
る
精
神
障
が
い
の
親
と
そ
の
子
ど
も
の
日
常

生
活
の
内
容
の
検
討

・
精
神
障
が
い
の
親
と
そ
の
子
供
の
支
援
方
法
の
検
討

9
吉
井
ら

,2
01

3
東
北
大
学

医
学
部
保

健
学
科
紀

要
,2

2巻
1

号
,1

-6

精
神
保
健
福
祉
分
野
や
母
性
保
健

領
域
で
支
援
が
必
要
な
初
発
統
合

失
調
症
患
者
の
母
親
に
焦
点
を
置

き
、
研
究
動
向
か
ら
、
わ
が
国
に

お
け
る
母
親
支
援
の
課
題
を
検
討

す
る
こ
と

医
中
誌

「
家
族
」

「
母
親
」

「
統
合
失
調
症
」

14
68

(0
+

14
68

)
7 (0

+
7)

〈
包
含
条
件
〉

・
タ
イ
ト
ル
、
抄
録
、
本
文
か
ら
初
発
統
合

失
調
症
の
患
者
を
持
つ
母
親
に
関
す
る
も
の

〈
除
外
条
件
〉

・
症
例
報
告
と
会
議
録
で
あ
る
も
の

・
初
発
統
合
失
調
症
患
者
の
母
親
の
自
責
感
や
苦
悩
な
ど
の

負
担
感
に
関
す
る
研
究

・
母
親
の
悩
み
な
ど
の
心
理
的
支
援
に
つ
い
て
の
検
討

10
高
橋
ら

,2
01

4
岐
阜
県
立

看
護
大
学

紀
要

,1
4巻

1号
,3

-1
2

我
が
国
の
精
神
科
看
護
領
域
に
お

け
る
現
在
ま
で
の
家
族
看
護
に
関

す
る
研
究
の
動
向
を
把
握
し
、
そ

れ
ら
の
研
究
で
示
さ
れ
て
い
る
知

見
を
整
理
し
た
う
え
で
、
今
後
の

探
求
す
べ
き
課
題
を
検
討
す
る
こ

と

医
中
誌

「
精
神
看
護
」

「
家
族
看
護
」

56
5

(0
+

56
5)

30 (0
+

30
)

〈
除
外
条
件
〉

・
家
族
看
護
に
関
す
る
研
究
で
あ
る
こ
と
が

タ
イ
ト
ル
、
研
究
目
的
か
ら
判
別
で
き
な
い

も
の

・
障
害
者
の
診
断
名
が
記
さ
れ
て
い
る
場

合
、
依
存
症
、
認
知
症
、
小
児
、
思
春
期
、

発
達
障
害
、
高
次
機
能
障
害
、
身
体
疾
患
だ

け
に
限
定
し
て
い
る
も
の

・
総
説
、
症
例
報
告
、
会
議
録
、
学
会
発
表

の
抄
録
、
解
説
、
特
集
で
あ
る
も
の

・
目
的
、
方
法
、
結
果
、
考
察
に
相
当
す
る

明
確
な
記
載
が
な
い
も
の
、
あ
る
い
は
記
載

内
容
が
妥
当
で
あ
る
と
判
断
で
き
な
い
も
の

・
家
族
支
援
の
現
状
に
関
す
る
研
究

・
外
来
看
護
師
の
家
族
支
援
ニ
ー
ズ
の
と
ら
え
方
に
関
す
る

研
究

・
家
族
ア
セ
ス
メ
ン
ト
ツ
ー
ル
の
考
案
に
関
す
る
研
究

・
看
護
師
の
家
族
支
援
を
通
し
た
気
づ
き
に
関
す
る
研
究

・
家
族
の
心
理
過
程
に
関
す
る
研
究

・
家
族
が
受
け
て
い
る
ケ
ア
・
支
援
に
関
す
る
研
究

・
家
族
の
情
緒
的
負
担
感
に
つ
い
て
の
研
究

・
長
期
入
院
し
て
い
る
家
族
の
困
難
感
に
つ
い
て
の
研
究

・
長
期
入
院
し
て
い
る
家
族
の
困
難
感
へ
の
支
援
の
研
究

・
家
族
の
生
活
困
難
に
関
す
る
研
究

・
家
族
の
Q
O
Lに

関
す
る
研
究

・
長
期
入
院
中
の
患
者
の
家
族
に
対
す
る
看
護
支
援
の
検
討

・
実
践
内
容
の
有
効
性
の
検
討

・
医
療
と
福
祉
が
連
携
し
た
多
専
門
職
と
の
協
同
方
法
に
つ

い
て
の
検
討

・
家
族
の
ス
ト
レ
ン
グ
ス
に
焦
点
を
あ
て
た
検
討

キ
ー
ワ
ー
ド

「
bi

po
la

r」
「

fa
m

ily
」

「
bu

rd
en
」

「
統
合
失
調
症
と
精
神
症
状
を
伴
う
障
害
」

「
家
族
心
理
」
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N
o
著
者
名
,出
版
年

出
典

研
究
目
的

デ
ー
タ
ベ
ー
ス

検
索
結
果
文
献
数

(国
外
+国

内
)

分
析
対
象
文
献
数

(国
外
+国

内
)

題
課

の
後

今
び

よ
お

望
展

の
究

研
果

結
件

条
定

選

11
丸

本
ら

,2
01

6
甲

南
女

子
大

学
研

究
紀

要
.看

護
学

・
リ

ハ
ビ

リ
テ

ー
シ

ョ
ン

学
編

,1
1

号
,3

3-
38

精
神

障
害

者
の

就
労

に
お

け
る

家
族

の
体

験
を

踏
ま

え
た

家
族

へ
の

支
援

に
つ

い
て

、
国

内
の

現
状

に
関

す
る

文
献

を
整

理
し

概
観

を
明

ら
か

に
す

る
こ

と
を

目
的

と
し

た

医
中

誌
「

精
神

障
害

」
「

就
労

」
「

家
族

」
「

家
族

教
室

」
「

家
族

支
援

」

41
3

(0
+4

13
)

4 (0
+4

)
〈

包
含

条
件

〉
・

精
神

障
害

者
の

就
労

に
お

い
て

手
厚

い
支

援
の

対
象

と
な

っ
て

い
る

統
合

失
調

症
や

躁
う

つ
病

(う
つ

病
、

双
極

性
障

害
)を

対
象

と
し

て
い

る
も

の
・

論
文

に
研

究
目

的
、

方
法

、
結

果
、

考
察

に
相

当
す

る
記

載
が

あ
る

も
の

・
当

事
者

の
就

労
に

関
連

す
る

家
族

の
体

験
や

家
族

支
援

に
つ

い
て

記
述

さ
れ

た
も

の
〈

除
外

条
件

〉
・

患
者

の
診

断
名

が
発

達
障

害
、

認
知

症
、

依
存

症
等

を
対

象
と

し
た

も
の

・
重

複
文

献
で

あ
る

も
の

・
学

術
集

会
抄

録
で

あ
る

も
の

・
当

事
者

の
就

労
に

関
す

る
家

族
の

思
い

に
焦

点
を

当
て

た
研

究
・

家
族

支
援

に
焦

点
を

当
て

た
研

究

・
就

労
に

お
け

る
家

族
を

対
象

と
す

る
実

証
検

証
的

な
取

り
組

み
に

関
す

る
検

討
・

訪
問

看
護

や
多

職
種

訪
問

チ
ー

ム
、

外
来

や
各

事
業

施
設

な
ど

で
の

看
護

師
が

行
う

実
践

の
検

討
・

精
神

障
害

者
の

就
労

に
関

わ
る

家
族

へ
の

リ
カ

バ
リ

ー
志

向
の

支
援

方
法

の
検

討

12
木

村
ら

,2
01

7
獨

協
医

科
大

学
看

護
学

部
紀

要
,1

1
巻

,4
1-

55

1.
統

合
失

調
症

患
者

の
家

族
支

援
に

つ
い

て
の

記
述

を
整

理
す

る
2.

混
乱

時
期

に
お

け
る

家
族

の
体

験
を

明
ら

か
に

す
る

医
中

誌
Ci

Ni
i

「
統

合
失

調
症

」
「

家
族

」
11

16
(0

+1
11

6)
51 (0

+5
1)

〈
包

含
条

件
〉

・
家

族
の

体
験

が
記

述
さ

れ
た

も
の

・
医

療
施

設
に

お
け

る
個

別
的

支
援

に
関

す
る

研
究

・
医

療
施

設
に

お
け

る
集

団
的

支
援

に
関

す
る

研
究

・
地

域
生

活
に

お
け

る
個

別
的

支
援

に
関

す
る

研
究

・
地

域
生

活
に

お
け

る
集

団
的

支
援

に
関

す
る

研
究

・
家

族
の

変
調

の
対

処
困

難
に

関
す

る
研

究

・
家

族
を

対
象

と
し

た
支

援
サ

ー
ビ

ス
の

検
討

・
医

療
施

設
か

ら
地

域
生

活
に

つ
な

ぐ
こ

と
が

で
き

る
よ

う
な

家
族

の
個

別
的

な
支

援
の

体
系

化
の

検
討

・
市

町
村

や
都

道
府

県
に

よ
る

家
族

単
位

へ
の

支
援

方
法

の
検

討
・

地
域

生
活

を
患

者
と

共
に

過
ご

す
家

族
が

、
ど

の
よ

う
な

回
復

過
程

を
体

験
し

て
い

る
の

か
に

つ
い

て
の

検
討

13
原

田
ら

,2
01

7
家

族
療

法
研

究
,3

4巻
2号

 ,2
08

-
22

0

う
つ

病
患

者
の

家
族

が
お

か
れ

て
い

る
状

況
に

つ
い

て
文

献
を

概
観

し
、

う
つ

病
患

者
の

家
族

に
届

き
や

す
い

支
援

に
つ

い
て

検
討

す
る

こ
と

医
中

誌
Pu

bm
ed

「
う

つ
病

」
「

家
族

」
記

述
な

し
87 (0

+8
7)

〈
包

含
条

件
〉

う
つ

病
の

概
念

は
大

う
つ

病
性

障
害

に
と

ど
ま

ら
ず

、
厳

密
に

定
義

さ
れ

て
い

な
い

「
う

つ
」

や
「

う
つ

病
」

に
関

連
す

る
も

の

・
う

つ
病

患
者

と
そ

の
家

族
の

関
係

に
関

す
る

研
究

・
う

つ
病

患
者

の
家

族
の

負
担

感
に

関
す

る
研

究
・

う
つ

病
に

対
す

る
ス

テ
ィ

グ
マ

に
関

す
る

研
究

・
う

つ
病

患
者

の
家

族
の

体
験

に
関

す
る

研
究

・
家

族
以

外
の

身
内

や
友

人
か

ら
の

支
援

に
つ

い
て

の
研

究
・

地
域

支
援

に
関

す
る

研
究

・
家

族
心

理
教

育
の

研
究

・
サ

ポ
ー

ト
グ

ル
ー

プ
(家

族
会

)に
つ

い
て

の
研

究

・
医

療
者

が
家

族
か

ら
必

要
な

情
報

や
ケ

ア
を

求
め

ら
れ

る
よ

う
な

関
係

を
構

築
し

た
う

え
で

の
支

援
の

検
討

(具
体

的
に

は
家

族
を

患
者

の
支

援
者

と
し

て
捉

え
る

の
で

は
な

く
危

機
に

直
面

し
た

対
象

者
で

あ
る

と
認

識
を

転
換

す
る

)
・

家
族

自
身

が
自

ら
の

状
況

に
応

じ
て

選
択

的
に

獲
得

で
き

る
情

報
提

供
な

ど
の

支
援

の
検

討
(具

体
的

に
は

、
ホ

ー
ム

ペ
ー

ジ
を

作
成

し
家

族
が

情
報

収
集

で
き

る
よ

う
な

シ
ス

テ
ム

の
構

築
や

安
全

性
が

担
保

さ
れ

た
チ

ャ
ッ

ト
や

ビ
デ

オ
通

話
を

用
い

た
交

流
の

工
夫

)

14
徳

田
,2

01
9

東
京

女
子

医
科

大
学

看
護

学
会

誌
,1

4巻
1

号
,2

3-
29

文
献

検
討

を
通

じ
て

統
合

失
調

症
の

子
ど

も
を

持
つ

父
親

の
体

験
を

理
解

し
、

今
後

の
課

題
を

明
ら

か
に

す
る

こ
と

医
中

誌
Ci

Ni
i

聞
蔵

Ⅱ
ビ

ジ
ュ

ア
ル

研
究

者
所

属
機

関
の

図
書

館
の

所
蔵

目
録

「
統

合
失

調
症

」
「

父
親

」
「

体
験

」
「

父
子

関
係

」
「

家
族

」
「

精
神

障
害

者
」

43
2

(0
+4

32
)

39 (0
+3

9)
〈

包
含

条
件

〉
・

統
合

失
調

症
の

父
親

の
体

験
に

つ
い

て
記

述
さ

れ
て

い
る

も
の

〈
除

外
条

件
〉

・
父

親
の

体
験

に
つ

い
て

か
か

れ
て

い
な

い
も

の
・

母
親

の
体

験
に

つ
い

て
か

か
れ

て
い

る
も

の
・

病
気

の
子

ど
も

に
関

し
て

か
か

れ
た

も
の

・
母

親
が

病
気

に
か

か
っ

て
い

る
子

ど
も

に
焦

点
を

あ
て

た
も

の
・

母
子

関
係

、
患

者
ー

医
療

者
関

係
の

も
の

介
入

研
究

で
あ

る
も

の

・
統

合
失

調
症

の
父

親
の

体
験

に
関

す
る

研
究

ピ
ア

サ
ポ

ー
ト

に
よ

る
速

や
か

な
支

援
の

検
討

・
父

親
が

家
族

内
で

孤
立

し
て

し
ま

わ
な

い
よ

う
な

専
門

職
や

・
父

親
が

自
ら

の
体

験
を

肯
定

的
に

受
け

止
め

る
た

め
の

、
父

親
へ

の
語

り
を

促
す

支
援

の
検

討

合
計

5,
90

5
(1

,2
31

+4
,6

74
)

61
5

(1
70

+4
45

)
*1

の
文

献
は

3つ
の

研
究

方
法

に
基

づ
い

て
行

わ
れ

て
い

た
が

、
精

神
障

害
者

の
家

族
に

関
す

る
内

容
だ

け
を

一
部

抜
粋

し
た

*4
そ

れ
ぞ

れ
国

外
文

献
に

関
し

て
は

包
含

条
件

、
国

内
文

献
に

関
し

て
は

除
外

条
件

の
み

の
記

載
で

あ
っ

た

*2
国

外
文

献
に

関
し

て
は

、
19

40
～

20
04

年
ま

で
を

半
澤

(2
00

5)
の

文
献

を
参

考
に

し
た

た
め

抽
出

数
の

記
述

な
し

*3
デ

ー
タ

ベ
ー

ス
か

ら
の

数
で

は
な

く
選

定
条

件
後

の
数

キ
ー
ワ
ー
ド
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３）データベースについて

　データベースについて記述ありが12件（No.１，４，

５，６，７，８，９，10，11，12，13，14）であった。その内訳

は， ⑴ 医 中 誌 が10件（No.１，５，７，８，９，10，11，12，

13，14），⑵CiNiiが５件（No.４，５，８，12，14），⑶Pub 

Medが２件（No.６，13），⑷PsycINFOが２件（No.４，

５），⑸CINAHLが２件（No.５，８），⑹MEDLINEが

２件（No.５，８），⑺その他が１件（No.14）であった。

単一のデータベースのみは６件（No.１，６，７，９，10，

11）であった。

４）検索キーワードについて

　キーワードについて記述ありが12件（No.１，４，５，

６，７，８，９，10，11，12，13，14）であった。「家族」が８

件（No.１，４，５，９，11，12，13，14），「家族心理」が１

件（No.７），「家族機能」が１件（No.８），「家族看護」

が１件（No.10），「家族教室」が１件（No.11），「家族支援」

が１件であった。疾患に関するキーワードのうち「精神

障がい」や「精神症状」が６件（No.４，５，７，８，11，

14），「統合失調症」が６件（No.４，５，８，９，12，14），「う

つ」を含めたそのほかの疾患が３件（No.５，８，13）で

あった。英語のキーワードについて記載があったものは

３件（No.４，５，６）であった。

５）検索結果数及び分析対象文献数について

　検索結果数について記述ありが８件（No.４，５，８，

９，10，11，12，14）であった。レビュー論文に記述されて

いる検索結果数および分析対象文献数の合計はそれぞ

れ5,905件（国外文献：1,231件，国内文献：4,674件）と

615件（国外文献：170件，国内文献：445件）であった。

６）選定条件について

　選定条件について記述されているものは11件（No.１，

４，５，７，８，９，10，11，12，13，14）あり，包含条件が５

件（No.４，５，７，８，９，11，12，13，14），除外条件が７

件（No.１，５，８，９，10，11，14）であった。

７）研究テーマ（表２参照）

　研究テーマについては以下の５つの内容が抽出され

た。⑴家族関係と患者の疾患の関係性に着目した研究

（No.２，３，４，13），⑵ケアを通しての経験や体験につ

いての研究（No.２，３，４，５，８，13，14），⑶負担感や

困難感を中心とした家族の思いに関する研究（No.１，

２，３，４，６，７，９，10，11，12，13），⑷家族支援に関する

研究（No.１，４，10，11，12，13），⑸家族の続柄に焦点を

当てた研究（No.４，８，14）であった。

⑴　家族関係と患者の疾患の関係性に着目した研究

　家族関係と患者の疾患の関係性については，半澤

（2005），中坪（2008），田野中（2011），原田ら（2017）

の結果から３つのテーマが抽出された。1950年代前後に

米国を中心に実施された家族病因論説研究（No.２，３，

４）， 1970年代前後に英国を中心に実施された家族の感

情表出研究（No.２，３，４），うつ病患者とその家族の

うつ病の罹患に関する研究（No.13）である。家族病因

論説研究は家族の言動や家族関係が精神障害者，特に統

合失調症患者に悪影響を与えるという研究である。また

家族の感情表出研究は，家族の情緒的発言が退院後の統

合失調症患者の再発に影響を及ぼすという研究である。

⑵　ケアを通しての体験についての研究

　ケアを通しての体験は，半澤（2005），中坪（2008），

田野中（2011），蔭山（2012），長江（2013），原田ら（2017），

徳田（2019）の結果から２つのテーマが抽出された。家

族のケア経験についての研究（No.２，３，４，５），家族

のケア体験についての研究（No.８，13，14）である。

⑶　負担感や困難感を中心とした家族の思いに関する研究

　負担感や困難感を中心とした家族の思いについては，

甘佐ら（2005），半澤（2005），中坪（2008），田野中（2011），

酒井（2013），平ら（2013），吉井ら（2013），高橋ら（2014），

丸本ら（2016），木村ら（2017），原田ら（2017）の結果

から３つのテーマが抽出された。ケアを行う中で感じる

思いや心理過程の研究（No.３，４，11），介護負担感に

関する研究（No.２，４，６，７，９，10，13），家族の困難

感に関する研究（No.１，４，６，10，12）である。

⑷　家族支援に関する研究

　家族支援に関する研究は，甘佐ら（2005），田野中

（2011），高橋ら（2014），丸本ら（2016），木村ら（2017），

原田ら（2017）の研究結果から３つのテーマが抽出され

た。外来看護師の家族支援ニーズのとらえ方や家族への

心理教育の研究を含めた病院における家族支援の研究

（No.１，４，10，12，13），ACT（Assertive Community 

Treatment，包括型地域生活支援プログラム）を中心と

した支援の現状や保健師の個別支援の研究を含めた地域

における家族支援の研究（No.４，10，11，12，13），そして

サポートグループや家族会，身内，友人などを含めた医

療職以外から受ける支援の研究（No.４，12，13）である。

⑸　家族の続柄に焦点を当てた研究

　家族の続柄に焦点を当てた研究については田野中

（2011），長江ら（2013），徳田（2019）より３つのテー

マが抽出された。精神障害の親を持つ子どもに焦点を当

てた研究（No.４，８，14），精神病の子どもを持つ父親

の体験を含めた精神障害の子どもを持つ親に焦点を当て

た研究（No.４，14）である。
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国外文献

国内文献

国内文献

1990 2000 2010 2020著者名

No.1甘佐京子ら
(2005)

1999 国内文献 2003

1999

年代 1940 1950 1960 1970 1980

2003

No.2半澤節子
(2005)

国外文献

1948 2001
国内文献

No.4田野中恭子
(2011)

国外文献

90027891

1987 2003

No.3中坪太久郎
(2008)

国外文献

1948 2002
国内文献

1948 2010
国内文献

50027891

No.7平祥子ら
(2013)

2001 国内文献 2011

2002 2010

2007

No.6酒井佳永
(2013)

1995 国外文献 2012

1996 2012

No.5蔭山正子
(2012)

1980 国外文献 2011

80027891
1980 国内文献 2011

1998

No.8長江美代子ら
(2013)

1950 2012

2004 2010
1950 2012

11027791

No.10高橋未来ら
(2014)

31023891

1996 2012

No.9吉井初美ら
(2013)

2001 国内文献 2012

2003 2010

No.12木村由美ら
(2017)

2004 国内文献 2016

2005 2016

No.11丸本典子ら
(2016)

2006 国内文献 2015

2006 2015

No.14徳田由希ら

(2019)

検索期間(年) 検索期間(年) 1985

No.13原田由香ら

(2017)

国外文献

61026791
国内文献

41024991献文内国献文外国

2016

分析期間(年) 分析期間(年) 51026891年年

年年 国内文献

図２　対象文献の検索期間および分析期間一覧
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表 2 研究テーマの内容 

カテゴリ
家族病院論説研究 ・1940年代から1960年代に米国を中心に行われた家族病因論を仮説とした研究(No.2,3,4)
感情表出研究(EE研究) ・1960年代から1980年代に英国を中心にヨーロッパや米国、インド、日本などで行わ

れた感情表出研究(EE研究)(No.2,3,4)
うつ病患者とその家族のうつ
病の罹患に関する研究

・うつ病患者とその家族のうつ病の罹患に着目した研究(No.13)

・1990年代から2000年代に英国で行われた家族の介護経験評価についての研究(No.2,3,4)
・家族が患者をケアする経験の過程と影響要因についての研究(No.5)
・精神障がい者の親と暮らす子どもの体験についての研究(No.8)
・うつ病患者の家族の体験に関する研究(No.13)
・統合失調症の子どもを持つ父親の体験についての研究(No.14)
・家族の心理プロセスについての研究(No.3,4,10)
・家族の心理や生活に着目した研究(No.4)
・当事者の就労についての家族の思いについての研究(No.11)
・1980年代以降の日本で行われた介護負担感の研究(No.2)
・1990年代から2000年代のイタリアを中心に行われた介護負担感についての研究(No.2,4)
・双極性障害における介護負担の程度と関連要因についての研究(No.6)
・双極性障害における介護負担が引き起こされるプロセスについての研究(No.6)
・双極性障害における介護負担の患者や家族への影響についての研究(No.6)
・家族の情緒的負担感についての研究(No.7,9,10)
・うつ病患者における介護負担感についての研究(No.13)
・家族の困難に対しての医療者へのニーズの研究(No.1)
・家族の困難とその対処についての研究(No.4,10)
・双極性障害の家族の対処および必要とされているサポートについての研究(No.6)
・長期入院している家族の困難と受けているケア・支援についての研究(No.10)
・患者の変調に対する対処困難についての研究(No.12)
・長期入院患者の社会復帰に向けての研究(No.1)
・家族への心理教育を含めた医療施設における集団支援についての研究(No.1,12)
・ニュージーランドで行われた医療職と家族の関係についての研究(No.4)
・看護職者が実施している家族支援の現状についての研究(No.4,10)
・外来看護師の家族支援ニーズの捉え方についての研究(No.10)
・急性期の家族をアセスメントするツールの考案についての研究(No.10)
・入院患者の家族が望むケアについての研究(No.10)
・心理的支援や情報提供を含めた医療施設における個別支援についての研究(No.12)
・うつ病の家族への心理教育についての研究(No.13)
・家族への生活の支援を含めた地域における個別支援についての研究(No.4,12)
・地域生活において家族が受けているケア・支援についての研究(No.10,13)
・患者の就労支援場面における家族支援についての研究(No.11)
・家族会の効果や支援についての研究(No.4,12)
・家族以外の身内や友人からの支援についての研究(No.13)
・うつ病のサポートグループの支援の効果についての研究(No.13)
・海外で行われている精神病の親を持つ子どもに焦点をあてた研究(No.4)
・母親が統合失調症の場合の子どもの成長発達への影響についての研究(No.8)
・母親がうつ病の場合の子どもの成長発達への影響についての研究(No.8)
・父親が精神症がい者の場合の子どもの成長発達への影響についての研究(No.8)
・精神障がい者の親と暮らす子どもの体験についての研究(No.8)
・日本で行われている精神病を子どもにもつ親(特に母親)に焦点をあてた研究(No.4)
・統合失調症の子どもを持つ父親の体験についての研究(No.14)

家族関係と患
者の疾患の関
係に着目した
研究

ケアを通して
の体験につい
ての研究

家族のケア経験についての研究

家族のケア体験についての研究

家族の続柄に
焦点を当てた
研究

精神障害の親を持つ子どもに
焦点を当てた研究

精神障害の子どもを持つ親に
焦点を当てた研究

負担感や困難
感を中心とし
た家族の思い
に関する研究

ケアを行う中で感じる思いや
心理過程の研究

介護負担感に関する研究

家族の困難感に関する研究

家族支援に関
する研究

病院における家族支援の研究

地域における家族支援の研究

医療職以外から受ける支援の
研究

 

レビュー論文の抽出内容サブカテゴリ

表２　研究テーマの内容
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８）研究の展望および今後の課題（表３参照）

　研究の展望および今後の課題については４つのテー

マが抽出された。 ⑴家族のストレングスを生かした支

援の検討（No.１，３，４，５，10，11，12，13），⑵家族の経

験や状況を踏まえた支援の検討（No.１，２，４，５，６，

７，８，９，10，13，14），⑶日本文化を踏まえた支援の検討

（No.２，４，５，８），⑷社会資源を活用した支援の検討 

（No.１，４，10，11，12）である。

⑴　家族のストレングスを生かした支援の検討

　家族のストレングスを生かした支援の検討は甘佐

（2005），中坪（2008），田野中（2011），蔭山（2012），

高橋ら（2013），丸本ら（2016），木村ら（2017），原田

ら（2017）のレビュー論文から２つのテーマが抽出され

た。一つ目はストレングスなどに焦点をあてた家族の体

験や経験の検討（No.３，４，５，10，12），２つ目は家族

のストレングスを引き出す支援方法の検討（No.１，５，

11，13）であった。

表３　研究の展望および今後の課題の内容
表 3 研究の展望および今後の課題の内容 
カテゴリ

・家族のエンパワメントやストレングス、回復力、希望を支える要素の検討(No.3,4,10)
・家族が経験の過程を発展的に進めない要因とその作用機序の検討(No.5)
・経験の終盤における、「現実的な希望」以外の経験の検討(No.5)
・地域生活を患者と共に過ごす家族が、どのような回復過程を体験しているかの検討(No.12)
・入院中の患者の家族が安寧を得て、教育や指導を受け入れる力を呼び起こす支援の検討(No.1)
・家族が経験の過程を発展的に進むことができるような支援方法の検討(No.5)
・精神障害者の就労に関わる家族へのリカバリー志向に関する支援の検討(No.11)
・インターネットを含めた家族が自らの状況に応じて情報を獲得できるような支援の検討(No.13)
・家族成員の特性別の困難を明らかにし、それぞれのニードに合わせた支援方法の検討(No.4)
・双極性障害患者の家族の続柄による負担感の違いについての検討(No.6)
・統合失調症を親にもつ子どもの精神的負担についての検討(No.7)
・日本における精神障がいの親とその子どもの日常生活の内容の検討(No.8)
・精神障がいの親とその子供の支援方法の検討(No.8)
・母親の悩みなどの心理的支援についての検討(No.9)
・父親が家族内で孤立しないような専門職やピアサポートによる速やかな支援方法の検討(No.14)
・父親が自らの体験を肯定的に受け止めるための支援方法の検討(No.14)
・混乱に陥っている家族が早期の家族教育を受け入れることができるような支援方法の検討(No.1)
・受診までの期間に合わせた支援方法の検討(No.1)
・双極性障害患者を介護する家族の負担感を適切に評価できる尺度の開発についての検討(No.6)
・長期入院中の患者の家族に対する看護支援の検討(No.10)
・研究で明らかになっている実践内容の有効性の検討(No.10)
・医療者が家族から必要な情報やケアを求められるような信頼関係の構築についての検討(No.13)
・介護負担感の変容プロセスの検討(No.2)
・現象学を含めた多様な学問や研究方法を用いた家族理解のさらなる検討(No.4)
・診断前の家族の経験、および専門家や支援システムに関する家族の経験の検討(No.5)
・統合失調症以外の疾患の患者を包含した家族のケア経験全般の検討(No.5)
・家族の状況に対する地域の文化背景による比較検討(No.2)
・日本の文化に関連した家族の経験の検討(No.5)
・日本における精神障がいの親とその子どもの日常生活の内容の検討(No.8)

日本の家族の文化に適し
た支援方法の検討

・日本の家族介護の現状を考慮した家族会プログラムの内容の検討(No.4)

・医療と福祉が連携した多専門職との協同方法についての検討(No.10)
・医療施設から地域につなぐ家族の個別的な支援の体系化の検討(No.12)
・家族が実際に必要としている具体的な社会資源の内容や在り方についての検討(No.4)
・心理教育の中で看護師が実施することが有用であると考えられる部分の検討(No.1)
・訪問看護や各事業施設などで看護師が行う実践内容の検討(No.11)
・精神障害者の就労における家族を対象とする支援方法の検討(No.11)
・市町村や都道府県による家族単位への支援方法の検討(No.12)

ストレングスなどに焦点
を当てた家族の体験や経
験の検討

家族のストレングスを引
き出す支援方法の検討

家族のストレン
グスを生かした
支援の検討

社会資源を活用
した支援の検討

医療と福祉の連携につい
ての検討
専門職・自治体等による
支援の検討

家族の経験している内容
についての検討

家族の状況に合わせた支
援の検討

家族の続柄を踏まえた支
援の検討

日常生活や文化の中での
家族の経験や体験の検討

日本文化を踏ま
えた支援の検討

家族の経験や状
況を踏まえた支
援の検討

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

サブカテゴリ レビュー論文の抽出内容
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⑵　家族の経験や状況を踏まえた支援の検討

　家族の経験や状況を踏まえた支援の検討は甘佐

（2005），半澤（2005），田野中（2011），蔭山（2012），

酒井（2013），平ら（2013），長江ら（2013），吉井ら（2013），

高橋ら（2013），原田ら（2017）徳田（2019）のレビュー

論文から３つのテーマが抽出された。１つ目は家族の

続柄を踏まえた支援の検討（No.４，６，７，８，９，14），

２つ目は家族の状況に合わせた支援の検討（No.１，６，

10，13），３つ目は家族の経験している内容についての検

討（No.２，４，５）であった。

⑶　日本の文化を踏まえた支援の検討

　日本の文化を踏まえた支援の検討は半澤（2005），田

野中（2011），蔭山（2012），長江ら（2013）の研究のレ

ビュー論文から２つのテーマが抽出された。１つ目は日

常生活や文化の中での家族の経験や体験の検討（No.２，

５，８），２つ目は日本の家族の文化に適した支援方法の

検討（No.４）であった。

⑷　社会資源を活用した支援の検討

　社会資源を活用した支援の検討は甘佐（2005），田野

中（2011），高橋ら（2014），丸本ら（2016），木村ら（2017）

のレビュー論文から２つのテーマが抽出された。１つ

目は医療と福祉の連携についての検討（No.10，12），２

つ目は専門職・自治体等による支援の検討（No.１，４，

11，12）であった。

５．考察

１）精神障害者の家族研究の動向と現状

　検索期間を設定していなかったにもかかわらず分析対

象となった14レビュー論文は，すべて2005年以降に発表

されていた。その中でも，分析対象範囲を50年以上とし

た半澤（2005），中坪（2008）の２論文では，国内外に

おける精神障害者の家族研究の動向と課題が検討され

ていた。同様に網羅的に文献検討を行っている田野中

（2011），高橋（2014），木村（2017）の内容はいずれも

半澤（2005）および中坪（2008）の成果を前提として実

施されていた。蔭山（2012）以降，現在に至るまでは，

既述したような総括的な検討が少なくなり，あるテーマ

に特化したレビュー報告に変化していた。以上，研究の

動向をみていくと半澤（2005），中坪（2008）は，精神

障害者の家族研究の動向を明示したといえる。そして，

半澤（2005），中坪（2008）以降，一部のレビュー論文

を除き，総括的なテーマとしたものは少なく，特定のテー

マに絞ったレビューが多くみられた。

　テーマの中で特に多かったものは，負担感や困難感を

中心とした家族の思いに関する研究（No.１，２，３，４，

６，７，９，10，11，12，13）である。精神障害者の家族の負

担感や困難感を検討した研究者は多く，様々な知見が得

られている（岩崎，1998；藤野ら，2009；半澤，2009；

半澤ら，2009，2008；松田ら，2013；川口，2014）。こ

の背景には，精神障害者の生活を支えるための多くの責

任をこれまで家族が担っていたことが関連している。精

神保健福祉法への改正により，保護者の義務が軽減され

たことは家族にとって重要ではあるが，家族が治療協力

者そして福祉提供者として機能することが期待されてい

るのは現在まで変わりがない（佐々木ら，2003）。我が

国では施設収容から地域生活支援の推進という流れはあ

るものの，社会資源の不足から精神障害をもつ当事者の

ための選択肢は少なく，治療上の支援，経済的扶養，活

動の場の確保など精神障害者の生活を家族に大きく負っ

ている状況（佐々木ら，2003）は現在まで続いている。

以上のような理由により家族の負担感や困難感を明らか

にすることを目的とした研究が実施されていたと考えら

れる。

　次に研究テーマとして多かったのが家族の支援に関す

る研究（No.１，４，10，11，12，13）であり，長期入院患

者を抱えた家族や急性期の患者の家族の支援，地域生活

や就労における家族支援，家族以外の周囲の人々からの

支援などが検討されていた。続柄に着目した支援に関す

る研究（No.４，８，14）では，これまでほとんど注目さ

れてこなかった精神障害者を親にもつ子どもに着目した

研究が取り上げられるようになっていることも明らかに

なった。

　現在，精神保健政策の地域医療への変化や（厚生労働

省，2004），核家族化，単身世帯，貧困世帯の増加といっ

た経済状況や家族の在り方の変化（鈴木ら，2017）など，

患者や家族を取り巻く様々な環境が変化している。高齢

の親が中高年の引きこもりの子どもの生活を支え行き詰

まる8050問題も注目されている（厚生労働省，2019）。

佐々木ら（2003）が指摘しているように，介護保険の導

入に伴い高齢者介護が家族から社会介護へと価値転換を

果たしてきたように，精神障害者の支援においても家族

をケアの担い手としてステレオタイプにとらえるのでは

なく，家族による支援から社会における支援へとパラダ

イム転換を図ることが期待される。

２）精神障害者の家族研究の今後の方向性

　検討を通して明らかになった研究課題としては，家族

のストレングスを活かした支援の検討，家族の経験や状

況を踏まえた支援の検討，日本文化を踏まえた支援の検

討，社会資源を活用した支援の検討の４つに集約され

た。これまでは負担感や困難感といった一側面から家族

をとらえる研究が多数報告されている （岩崎，1998；藤

野，2009；半澤，2009；半澤ら，2009，2008；松田ら，
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2013）が，今後の課題としてレジリエンスやエンパワメ

ントなどの家族のストレングスも含めた多様な視点か

ら家族をとらえる研究の必要性が指摘されていた（No.

１，３，４，５，６，10，11，12，13）。Szmuklerら（1996）は

家族をより包括的にとらえるために，負担感からだけで

なくストレス・コーピング・モデルを基に家族のストレ

ングスを含めた経験を明らかにしている。Szmuklerら

（1996）は，負担感のみに焦点をあてて家族を評価する

ことは，負担感以外のケアのやりがい等の評価が含まれ

ないため，家族の包括的な理解を妨げるとしている。中

平ら（2016a；2016b）は，家族が患者をケアするなか

で家族なりに絶望的な状況から立ち直るレジリエンスを

発揮し，奮闘する様相を明らかにした。小西ら（2018）は，

統合失調症患者の親が認識している家族のケアの継続要

因として，「子に対する愛情・責任・希望」を含めた11

カテゴリを報告している。このように，家族は負担感や

困難感などの否定的要因以外にも様々な経験をしてい

る。ストレングスなどにも焦点を当てることにより，精

神障害者のケアをしている家族の多様な経験を理解し，

また，効果的な家族支援につなげていくことが可能とな

ると考えられる。以上より，これまでの研究成果を考慮

しながらもストレングスを含めた多様な側面から家族を

とらえていく必要性が示唆された。

　従来，我が国の精神障害者の家族研究では，母親を

中心とした親が対象となっていた（佐藤，2006；平ら，

2013；青木，2014）。精神疾患の中でも最も多くを占め

る統合失調症の発症が精神的にも経済的にも親から自

立する青年期であり（野村ら，2015），保護者である親

でも特に母親が介護者になることが多いためと考えられ

る。すなわち，研究対象者は家族とあるが，実際には親，

しかも母親であることがほとんどであった。しかし，近

年，家族の多様化や社会格差の増大（森口，2017；鈴木

ら，2017）などの理由により，たとえば父親は働き専業

主婦である母親が病者である身内の世話をするというよ

うな標準的な家族を前提にし，精神障害者をケアする家

族としてとらえる見方には限界がある。このため今後，

配偶者や子供，同胞など各続柄の家族が抱える困難にも

着目していく必要がある。田野中（2019）は，精神疾患

の親を持つ子どもの困難を子どもの全世代に共通する困

難と学童期から思春期にかけて特徴的な困難，青年期以

降に特徴的な困難を明らかにしている。以上より親（母

親）に限定しない，様々な続柄に焦点を当てたより詳細

な家族の実態およびその現状に合わせた支援の検討が求

められる。

　今回，国内と国外の文献を通して検討したレビュー論

文は６件（No.２，３，４，５，８，13）であった。そのう

ち４件（No.２，４，５，８）で日本の文化に適した支援

の必要性を指摘していた。Clearyら（2020）は宗教や

文化に関連した精神障害者の家族の経験を明らかにして

いる。また，Camposら（2017）は，東アジア人の文化

的な背景が健康に及ぼす影響についてレビューを行い，

研究者が自分の研究に文化の多様性を考慮することの必

要性を指摘している。これらのことから，日本の文化的

な背景をとらえた家族支援とは何かを検討することは，

新たな視点で家族をとらえる上で重要といえる。日本文

化に焦点を当てた精神障害者の家族研究が， Mizunoら

（2011）およびAmagaiら（2016）により海外雑誌にて

報告されている。日本を含めたアジア諸国では西洋諸国

と比べ家族同士のつながりが強いということを踏まえる

と，今後は日本の文化的な背景を考慮した上での家族の

理解および家族支援の検討が求められる。

　今回検討したレビュー論文では，家族と患者の疾患の

関係性に着目した研究（No.２，３，４，13），患者のケア

を通しての家族の体験についての研究（No.２，３，４，

５，８，13，14），患者に関わる上での負担感や困難感を中

心とした家族の思いに関する研究（No.１，２，３，４，５，

６，７，９，10，11，12，13）といった，患者をケアする中で

起きている問題について検討しているテーマが多くみら

れた。加えて，家族支援に関する研究テーマ（No.１，４，

10，11，12，13）においても患者の就労支援を支える家族

への支援 （No.11）といった患者を支える家族に起きる

問題について検討しているものが多くみられた。以上の

背景は，これまでの精神障害者の家族研究が，家族を「精

神障害をもつ身内の世話をする存在」という前提でとら

えていたからだと考えられる。これについては，統合失

調症の家族の感情表出研究の成果（伊藤ら，1994）より，

家族が患者とほどよい距離を保ちつつ家族自身の生活を

大事にすることが再発予防になるとのエビデンスが我が

国でも広がり，家族を対象とした心理教育による支援が

普及したことが影響している（半澤，2005）。ここでい

う家族自身の生活を大事にするとは，あくまでも患者の

再発予防のために家族がどうあるとよいのか，患者をケ

アする関係の中で，家族が，患者に影響を与える存在で

あるという前提があると考えられる。

　看護や医療の領域では当たり前としているこの前提に

社会学や女性学が疑問を投げかけている。上野ら（2008）

は，家族のケアする権利とケアしない権利について考察

している。ここでいうケアしない権利とは家族の外部（公

的な支援等）に，障害を持つ者の具体的な支援を確保し

そのアクセスを保証することであり，家族の外部に多様

なニーズに応じた家族のケアを代替・分有するサービス

を十分確保することを通じて保証される権利である。つ

まり， 家族を「精神障害をもつ身内の世話をする存在」

と捉えない支援の必要性について指摘している。加えて

伊藤（2017）は，精神障害者の家族支援の在り方の一つ

として，精神障害者本人との関係に限定せずに，家族自
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身に目を向けた「人としての家族」を捉えた上で家族支

援を行う必要性について述べている。この中では，本人

を支えたいという気持ちも大切にされ，自分の人生を生

きたいということも保障される。「精神障害をもつ身内

の世話をする存在」として家族を捉えず，「人として」

支えられることが今後の精神障害者の家族支援において

は重要であると考える。

　本稿では，看護研究者による家族研究論文を中心に検

討をしてきたが，精神障害者にも対応した地域包括支援

システムが整備され始め（厚生労働省，2020），精神障

害者を地域で支えていこうとしている今日，家族は「精

神障害をもつ身内の世話をする存在」という前提にとら

われない，支援方法を検討することも，今後の家族研究

の課題と考える。

６．結論

　精神障害者の家族に関するレビュー論文14件を検討し

た結果，近年では研究テーマを絞ったものが多くなって

いることが明らかになった。また，研究テーマについて

は６カテゴリに分類することができ，家族の負担感や困

難感に焦点を当てたものが多かった。今後の研究課題と

しては，家族のストレングスやレジリエンスといった多

様な側面からとらえた支援の検討や家族の続柄による経

験の内容や支援の検討，患者を支える家族にとらわれな

い家族支援の探求の必要性が示唆された。

　本研究の一部は第40回日本看護科学学会（2020年12月）

で発表した。
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